
 

 

  

令和３・４年度 公益社団法人日本学校歯科医会委嘱 

生きる力をはぐくむ 

歯・口の健康づくり推進事業 
～望ましい生活習慣の形成を目指す歯・口の健康づくりと歯・口の外傷の防止～ 

 

岡山県立倉敷天城中学校 



０1 学校概要 

 

 

 

 

 

 

歯と口には食べることだけでなく、会話することなどの役割があります。また、歯と口の健康は、全身の

健康とも深く関わりがあります。 

本校ではこれらのことを念頭に、「会話をする」つまりコミュニケーションをとること、「全身の健康に関係

する」つまり健康を維持するための生活習慣の改善を主体的に図ることを主題に、研究を進めてまいりま

した。 

２年間、生徒保健委員会を中心に生徒同士がしっかりコミュニケーションをとりながら、主体的に活動を

行いました。生徒保健委員会が他の委員会と連携して、様々な取組を実践するという学校全体への拡がり

もみられました。また、生活習慣チェックシートを作成・実施し、自らの生活習慣の改善に繋げる課題を考え

るなど生徒自ら、自身の健康について考える実践も行いました。 

残念ながら研究指定期間は新型コロナウイルス感染症の拡大時期と重なり、様々な制約が課されました。しかし、生徒達は例えば、

小学校との直接交流の代替手段を考えるなど出来る範囲で可能な限りの実践をしてくれました。また、一人一台端末が整備されたこ

とも相まって、ChromebookなどＩＣＴを活用した取組もなされました。生徒達の適応力の高さや、忍耐力を改めて確認する良い機

会となりました。 

ただ、最後のまとめの場となる研究発表会については、参集での会議、研修も増えつつあるなかでしたが、特に健康に関する研究

会であることを鑑みオンラインでの配信とさせていただきました。ご理解いただければと考えております。 

この研究がそれぞれの学校での健康安全教育に少しでも役立つものであることを願っています。 

倉敷天城中学校校長 藤井省吾 

 

 

 

 

 

本校は、2007年（平成 19年）に岡山県立倉敷天城高等学校併設の中高一貫教育校として開校しました。以来、中高６年間を見通

した特色のある教育を行っています。学習面では、６年間の計画的な指導で、新しい大学入試にも柔軟に対応できるよう、確かな学

力とともに、開校以来、本校が独自に取り組んできた、課題解決能力、表現力などを身に付けさせる学習活動を多く取り入れていま

す。 

現在、全校生徒は３５９名、各学年３学級からなる９学級の学校です。毎年岡山県下の様々な地域の４０以上の小学校から、入学者

選抜を突破した生徒が入学してきます。 

 

 

 

岡山県のGIGAスクール構想により、令和２年度１１月から生徒は一人一台端末として

Chromebookを所持しています。また、令和 3年度からは家庭への持ち帰りも可能になり、更

に活用の幅が広がりました。 

各教科での活用はもちろん、毎朝の健康観察や生徒会活動、課題研究、講演会、各種アンケート

等、様々な場面で活用しています。 

  

ICT活用の推進 

併設型中高一貫教育校 

はじめに 

本校について 



０2 研究概要 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

●科学的思考力と創造力を身に付け、２１世紀の社会を各分野で主体的に担っていくことができる生徒の育成。 

●幅広い知識と国際的な感覚を身に付け、国際社会で活躍できる知的バランスの取れた生徒の育成。 

●豊かな人間性を持ち、自分を律し他を尊重しながら個性を伸長する意欲ある生徒の育成。 

 

学校保健目標 

自他の生命を尊重し、自律的に健康な生活を実践できる生徒の育成。 

 

歯科検診結果  生徒・家庭・地域の実態 

●う歯の被患率は、2.8％で、県平均より 11.3％低い。 

●歯周疾患の被患率はGO（歯周疾患要観察者）が 

14.2%で、県より 3.3%低い。ZS（歯石沈着）が 

5.3%、G（歯周疾患要処置者）が 4.2%であり、それ 

ぞれ県平均より0.7%、0.2%高い。 

 ●規則正しい生活習慣の大切さは認識しているが、課 

題や部活動、習い事等で忙しく、また長距離通学の生 

徒もおり、実践することが困難な生徒も見られる。 

●保護者は学業や健康に対する関心が高く、学校教育 

に協力的である。 

 

研究主題 

生徒が主体的に考え実践する生活習慣の改善 

～歯と口の健康づくりを通して～ 

 

めざす生徒像 

①自身の健康課題を把握し、問題解決するよう工夫・実践ができる。 

②生活の質を高めるための生活習慣を自律的に確立することができる。 

③自他の健康づくりに進んで取り組むことができる。 

 

研究の重点 

（１）個別指導・個別相談の充実 （２）生徒会活動の充実 （３）ICTを活用した保健指導の充実 

〈仮説１〉全体指導に加えて、生徒それぞれ

の健康課題に応じた個別の保健指導・相

談を行うことで、生徒の生活習慣を改善し

ようとする意識が高まるであろう。 

〈仮説２〉生徒会活動の活性化は生徒の主

体的行動を助長し、健康に対する意識や

自他の健康への関心が高まり、実践力が

高まるであろう。 

〈仮説３〉ICT活用を通して情報活用能力

を身につけさせることは、自他の健康づく

りの課題発見・解決能力の向上につなが

るであろう。 

 

研究内容 

・各教科との連携 

・各課との連携 

・生徒会活動の指導の工夫 

・歯科検診の充実 

・検診結果を活用した歯科指導 

・歯科相談活動の充実 

・啓発活動の工夫 

・PTAとの連携強化 

・地域連携 

 

  

研究構想 



 

 

 

 

 

  

０3 研究実践 

薬物乱用防止教育 

２年 

命の教育 

３年 

保健体育 

「健康な生活と病気の予防」 

３年 

保健体育 

「傷害の防止」 

日常生活の中で事故やけがに対す

る基本的な処置についての実習を

行った。 

２年 
家庭科 

「衣食住の生活」 

自分の興味関心や生活の課題からテ

ーマを決め、食生活についての実践

をスライドにまとめた。 

1年 

保健教育 

授業・学習活動 

がんと共に生きる～命をつなぐ愛に支えられて～ 
講師： 

岡山大学病院 腫瘍センター 

西森 久和 医師 

岡山造血細胞移植患者会きぼう 

山邊 裕子 氏 

健康の成り立ちや生活習慣病等に

ついて学び、生活習慣の課題解決

策についてスライドにまとめて発

表を行った。 

▶
生
徒
作
成
ポ
ス
タ
ー 

「よ
く
噛
ん
で
し
ま
う
食
事
」 

歯科保健 

１年 

歯・歯肉の健康と全身の 

健康とのつながり 

講師：学校歯科医 

上村 勝人 先生 

食育 

２年 

〈令和３年度〉食選力～食べることは 生きること 活きること～ 

講師：管理栄養士 有井 京子 氏 

〈令和４年度〉噛む力で脳や体を守る 

講師：名古屋女子大学健康科学部 

久保 金弥 先生 

依存症について 

講師：岡山大学 保健管理センター 

精神科医 岡部 伸幸 先生 

健康教育講演会 

各学年の生徒と保護者、教職員を対象に実施した。 

ピア・サポート活動 ライフスキル教育 

令和 3年度までは希望者、

令和 4年度からは全学年 

を対象に実施している。 

岡山中央病院 富岡美佳先生

を講師にお迎えし、中高 6年

間でライフスキルの育成を目

指す。 

自他の健康を

考える力を 

育てる活動 



 

 

 

 

【目的】生徒が自身の生活習慣の状況や変容を数値化・グラフ化することで、客観的に生活習慣や健康課題を把握し、 

行動改善や意識向上につなげられるようにする。 

【実施時期】６月、10月、3月の計 3回実施 

【実施方法】Chromebookを使用し各自で入力 

 

  

01 質問の回答 

02 結果の確認 

03 結果の分析 

実施手順 

04 結果の活用 

▶ほけんだより 

▶授業（保健体育・家庭科等） 

▶歯科検診事後指導 

▶個別健康相談 

▶三者懇談           など 

▶レーダーチャートのバランスや 

数値の移り変わり等から、自分 

の生活の良い点や課題を分析 

する。 

▶課題についての現状や理由、課 

題改善のための達成目標、達成 

目標を達成するために行う行動 

目標を記入する。 

一人ずつ養護教諭からコメント 

▶質問に回答すると、自動的に 

「全体の結果」と「行動ごとの結 

果」それぞれのレーダーチャー 

トが作成される。 

生活習慣チェックシート 

保健教育 

▶各質問に１～３の回答をプルダ 

ウンから選択する。 



歯科検診 
 

 

 

 

 

  

事前指導 

◎歯科検診チェックシート 

◎ポスター掲示 

 >歯科検診の流れと要点 

 >歯科検診で使う記号の意味 

事後指導 

◎C・G・ZS所見者への 

保健指導プリント 

◎CO・GO所見者への 

 保健指導 

◀CO保健指導 
COの歯を鏡で確認した後、生

活習慣チェックシートの結果から

むし歯と生活習慣との関連を考

え、むし歯予防のための行動目標

を設定。 

◀感染症対策で検診会場内

の人数制限を行ったため、

生徒が待機時間に見られる

ように待機列形成場所にポ

スターを掲示した。 

GO保健指導▶ 
Chromebookで自分の歯肉を

撮影し、歯肉の様子を観察。生活習

慣チェックシートの結果からむし歯

と生活習慣との関連を考え、歯肉

炎予防のための行動目標を設定。 



生徒会活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

AM!K MOVIE 

あなたの味方！健康 

MOVIE 

学年委員会 × 保健委員会 整美委員会 × 保健委員会 

学年委員会 ×  生活委員会 × 保健委員会 体育委員会 ×  交通委員会 × 保健委員会 

各委員会とのコラボ 

委員会の垣根を越えて、歯と口の健康について様々な活動を実施した。 

AMK 

コラボ 

生徒会   × 保健委員会 

生徒会新聞「歯と口の健康特別号」発行 

・保健委員長へのインタビュー 

・歯と口の健康クイズ など 

動画の共同作成 

・歯みがきと歯間ケア 

・間食の摂り方と飲み物に含まれる砂糖の量 

動画の共同作成 

・残乳状況と整美委員会の残乳を減らす工夫 

・牛乳の効果 

あいさつ運動 

学年委員会と生活委員会が行っているあいさつ運動に 

保健委員会も参加し、歯と口の健康についての呼びかけを実施 

 

動画の共同作成 

・運動中のけが防止 

・通学中のけが防止 

・日常のけが防止 

動画の作成 

金曜日の「みんなでランチ」の時間に、保健委員会が作成した動画を教室で視聴した。 
保健 

委員会 

▶むし歯の予防方法 

▶むし歯の成り立ち 

▶正しい歯みがきの仕方 

▶デンタルフロスについて 

▶歯周病の成り立ち 

▶歯周病の予防方法 

▶間食の摂り方 

▶清涼飲料水に含まれる砂糖の量 

 

▶「ひみこのはがいーぜ」 

▶よく噛むための工夫 

 

▶歯にいい食べ物と栄養素 

▶口内炎について 

 

▶口呼吸と鼻呼吸 

▶あいうべ体操 

▶舌の正しい位置 

むし歯とは 歯みがき 歯周病 

咀嚼 歯にいい食べ物 口呼吸と鼻呼吸 歯と糖分 



校内・地域連携 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中高保健委員会   東雲祭 文化の部 合同展示 

学校医・PTA    学校保健委員会 

生徒課    「けが防止」講演会 

「けが防止」講演会 

講師：環太平洋大学体育学部 前川 真姫 氏 

対象：運動部所属生徒・体育委員・保健委員 

 

①口腔環境とスポーツパフォーマンス 

②立位姿勢とスポーツパフォーマンス 

保健体育科   職員研修の実施 

例年実施している

一次救命措置・エ

ピペン®研修に加

えて、歯の外傷の

救急処置について

も扱った。 

中学校、高校保健委

員会が動画やポスタ

ーを作成し、健康に

ついての啓発を行っ

た。 

※令和元年度までは 

体験コーナーや骨密 

度測定も行っていた。 
令和 4年度のテーマ 

「歯と口の健康」 

令和 2年度以降は感染症対策のため、書面開催としている。健

康診断結果や本研究の取り組みについて情報の提供と周知を

行い、返信用はがきで意見や助言をいただいた。 

小中高連携   天城小学校との交流 

中学校、高校保健委員

とボランティアの生徒

が参加し、小学生に保

健指導を行う。 

※令和 2年度以降は感染 

症対策のため、生徒が 

作成した動画やポスタ 

ーを贈っている。 令和 4年度のテーマ 

「歯と口の健康」 

校内連携 

地域連携 

倉敷歯科医師会   子供の歯を守るシンポジウム 

倉敷歯科医師会主催

「第 46 回 歯の健康

フェア」において、倉敷

歯科医師会法人設立

50 周年記念企画「子

供の歯を守るシンポジ

ウム」に養護教諭がシ

ンポジストとして参加

し、本校の歯科保健の

取り組みについて発

表を行った。 

総務課   PTA講習会 

PTA 講習会「お弁当作りに役立つ！時短レシピ他、成長期の

食生活を考える」 

倉敷中央学校給食共同調理場 栄養教諭 難波幸江 先生を

講師に、保護者対象にリモートで講演会を実施した。 

食堂・購買   ポスター掲示 

咀嚼の啓発を行った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０4 研究のまとめ 

個別指導・個別相談

の充実 01 生徒会活動の充実 0２ ICTを活用した 

保健指導の充実 0３ 

●保健体育の授業をはじめ、 

生活習慣チェックシートや 

歯科検診の事後指導等 

様々な場面で ICTを活用 

することができた。 

 

●生徒は ICTを活用して、 

自分の健康課題を発見し 

たり、課題解決のための情 

報を収集したり、それを生 

徒間で共有したりするな 

ど、情報活用能力や自他 

の健康づくりへの関心を 

高めることができた。 

 

新型コロナウイルス感染症対策のため、例年行っていた RD テストや歯科衛生士によるブラッシング指導等の

実践を行うことができず、ブラッシング技術の習得や歯みがきの習慣化についての取り組みが不十分だった。 

●歯科検診結果や生活習慣 

チェックシートの結果か 

ら、それぞれの生徒の実態 

に合った内容の個別指導 

を行うことができた。 

 

●個別指導や個別相談の内 

容を教員生徒間だけでな 

く、三者懇談等の機会に情 

報共有することで、家庭へ 

の働きかけを行うことが 

できた。 

●１年目には保健委員会で 

月に 1回歯と口の健康に 

ついて作成した動画を全 

校生徒に視聴してもらい、 

生徒の健康への関心を高 

めることができた。 

 

●２年目には、保健委員会と 

他の委員会が委員会の垣 

根を越えて取り組みを考 

えて活動するなど、生徒会 

活動の幅を広げることが 

できた。 

生徒の自律的な生活習慣の確立のためには、２年間だけでは完結せず、中学校３年間を通して継続的に指導・

支援をする必要がある。 

成果について 

課題について 

長期的な指導・支援 

実践や演習活動の不足 

生活習慣や歯や口の健康についての指導を継続する上で、活動のマンネリ化が危惧されるため、様々なアプ

ローチでの指導・支援を工夫して行っていく必要がある。 

指導の工夫 
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